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１．指導者制度変更の経緯
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• 2020年からの日本スポーツ協会公認指導者資格の変更に伴うスポーツ少年
団資格の変更

• 日本スポーツ少年団指導者協議会からの具申書を踏まえカリキュラムの作成
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２．スポーツ少年団指導者資格
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スポーツ少年団認定員・認定育成員
スポーツリーダー

スタートコーチ(日本スポーツ協会公認指導者資格)
新スポーツリーダー（仮称）

～2019年度 2020年度～
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（1）指導者資格制度

【～2019年度】のスポーツ少年団指導者資格

認定員

・スポーツ少年団指導者資格（20歳から取得可能）
・永年資格
・JSPO公認スポーツリーダー保有（永年資格）
・シニアリーダーからの移行が可能（20歳以上）
・認定員養成講習会受講で資格取得（各市町村スポ少）
・JSPO公認スポーツ指導者資格保有者は申請により資格取得
が可能。（共通科目Ⅰ受講者）
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【2020年度～】のスポーツ少年団指導者資格

《2020～2023年度（※2019年度に認定員を取得済》
① 認定員 →「スポーツ少年団の理念」を学んだ公認スポーツリーダー（2020～2023年度）

・2019年度までにスポーツリーダー＋認定員を取得した者。
・スポーツ少年団有資格指導者として登録可能（2020～2023年度）
・JSPO公認スポーツ指導者資格
・「新スポーツリーダー（仮称）：4年に１度更新」に移行（移行期間：2020～2023年度）

しないと資格が消滅

※2019年度にスポーツ少年団に登録していないと「スポーツ少年団の理念」
を学んだことにならない。

《2020年度以降》
② スタートコーチ（スポーツ少年団）

・スタートコーチ（スポーツ少年団）養成講習会を受講（各都道府県内で実施）
・スポーツ少年団有資格指導者（18歳から取得可能）
・JSPO公認スポーツ指導者資格（４年に１度更新）
・2020年度から養成開始
※スポーツリーダーより下位の公認スポーツ指導者資格。
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◎2020年以降は認定員・認定育成員が無くなり，資格養成も行わない。

～2019年度
2020年度～2023年度

（移行期間） 2024年度～

認定員
+

JSPO公認ｽﾎﾟｰﾂ指導者資格
（スポーツリーダーを除く）

スポーツ少年団の理念を学んだ
JSPO公認スポーツ指導者

※認定員をとって2019年度にスポーツ
少年団に登録しているかが重要。

スポーツ少年団の理念を学んだ
JSPO公認スポーツ指導者

認定員
+

JSPO公認スポーツリーダー
※更新無し

スポーツ少年団の理念を学んだ
JSPO公認スポーツリーダー

スポーツ少年団の理念を学んだ
JSPO公認新スポーツリーダー(仮称)
※4年に1回更新 登録料10,000円

＜移行手続き＞
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（2）指導者養成講習会

【～2019年度】
スポーツ少年団認定員（スポーツリーダー）養成講習会

・集合学習：１４時間
・自宅学習：２１時間
・受講対象：２０歳以上
・取得資格：認定員（スポーツ少年団指導者資格）

スポーツリーダー（JSPO公認スポーツ指導者資格）
・講 師：認定育成員またはJSPOが認める教育実績のある者
・講義形態：知識伝達型（講義形式）
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【2020年度～】
スタートコーチ（スポーツ少年団）養成講習会

・集合学習：７時間以上
・自宅学習：８時間以上
・受講対象：１８歳以上
・取得資格：スタートコーチ

（JSPO公認スポーツ指導者資格）
・講 師：スタートコーチインストラクター

JSPOが認める教育実績がある者
・講義形態：知識伝達型

＋アクティブ・ラーニング
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アクティブ・ラーニング（グループワーク等）

公認スポーツ指導者資格制度の変更に伴い各公認スポーツ指導者資格取得講習会において
も実施される。
受講者にアウトプットする機会作る。

・目 的：身につけた知識を定着させること。

・進行方法：ファシリテーターを配置し進行可能（受講者5～10名程度に１名配置可能）

【ファシリテーター】

・役 割：グループワークにおいて，円滑にディスカッションを進め，ディスカッショ
ンの目的を達成するために，グループワークを支援する。

・選定基準：日本スポーツ少年団としては選定基準を設けない。
都道府県スポーツ少年団において，今後のスタートコーチ養成における講師
の養成を見据え選定する。

※ファシリテーターを配置せず講習会を実施することも可能。
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【スタートコーチ養成講習会における講師・ファシリテーター配置のイメージ】
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日体協公認スポーツ指導者資格所有者がスポーツ少年団認定員
を取得する場合

～2019年度
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JSPO公認スポーツ指導者資格所有者がスタートコーチ
（スポーツ少年団）を取得する場合

・日本スポーツ少年団が指定する
プログラムのみを受講

2020年度～
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スタートコーチ養成講習会

【運営】
・「スポーツ振興くじ（toto）」の助成をうけての実施が不可能。
・受講料収入のみ養成講習会を運営。

【受講料】
・4,000円（税別）をベースに講習会開催団体が必要経費を踏
まえて受講料を設定。

【テキスト料】
・検討中

【2020年度～】【～2019年度】

認定員（スポーツリーダー）養成講習会

【運営】
・「スポーツ振興くじ（toto）」の助成をうけて実施。
・１会場110,000の委託金と受講料の収入で養成講習会を運営。

【受講料】
・2,000円（税別）

【テキスト料】
・1,000円（税別）
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３．スポーツ少年団の登録

（1）登録区分の整理

【～2019年度】

主な活動

スポーツをする 指導をする 団運営に係わる

指導者資格○
（２０歳以上）

※認定員・認定育成員有り

団 員 指導者
（20歳以上）

役職員
（代表・育成母集団など）

指導者資格×
※認定員・認定育成員無し

団 員
（3歳以上）

指導者
（20歳以上）

役職員

スポーツ少年団登録料 800円 1,200円 1,200円
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主な活動

スポーツをする 指導をする 団運営に係わる

指導者資格○
（18歳以上）

※公認スポーツ指導者資格有り

団 員 指導者
（18歳以上）

役員／スタッフ
（代表・育成母集団など）

指導者資格×
※公認スポーツ指導者資格無し

団 員
（3歳以上）

役員／スタッフ
（代表・育成母集団など）

スポーツ少年団登録料 800円 1,200円 1,200円

【2020年度～】
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（2）単位団スポーツ少年団の登録条件

【～2019年度】
・団員10名 指導者2名以上（有資格指導者2名以上の登録が義務）
※有資格指導者（認定員・認定育成員は20歳以上から取得可能）

【2020年度～】
・団員10名 指導者2名以上に加え下記の条件を追加。
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【単位団構成に必要な最低構成人数】 【単位団登録条件のイメージ】

※理念○
・2019年度に認定員・認定育成員として登録している指導者
・「スポーツ少年団の理念」を学んだ公認スポーツ指導者資格指導者
・スタートコーチ（スポーツ少年団）
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４．スポーツ少年団指導者に係る費用
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・資格登録料

【スタートコーチ】
・登録料 ：10,000円／４年間

・初期登録手数料 ：3,000円／初回のみ
・受講料 ：講習会開催団体が受講料を設定
・テキスト料 ；日本スポーツ少年団で検討中
・更新研修会参加料 ：1,000円or2,000円／４年間
※現在茨城県で実施されている指導者研修会において資格更新を行う場合

・スポーツ少年団登録料：所属市町村により設定／１年間

【新スポーツリーダー】
・移行手数料 ：0円

・登録料 ：10,000円／４年間
・初期登録手数料 ：3,000円／初回のみ
・資格更新研修会 ：1,000円or2,000円／４年間
※現在茨城県で実施されている指導者研修会において資格更新を行う場合

・スポーツ少年団登録料：所属市町村により設定／１年間
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今後のスケジュールについて
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【2020年度以降、単位団構成に必要な最低構成人数】

※理念○
・2019年度に認定員・認定育成員として登録している指導者
・「スポーツ少年団の理念」を学んだ公認スポーツ指導者資格指導者
・スタートコーチ（スポーツ少年団）
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主な活動

スポーツをする 指導をする 団運営に係わる

指導者資格○
（18歳以上）

※公認スポーツ指導者資格有り

団 員 指導者
（18歳以上）

役員／スタッフ
（代表・育成母集団など）

指導者資格×
※公認スポーツ指導者資格無し

団 員
（3歳以上）

役員／スタッフ
（代表・育成母集団など）

スポーツ少年団登録料 800円 1,200円 1,200円

【2020年度～】
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2020年度以降、スポーツ少年団の理念を学んだ有資格者として認定されるには

（１）現在、認定員を取得済の指導者

2020～2023年度の４年間の内に移行手続きを行う。
（※具体的な手続き方法については現在、日本スポーツ協会が検討中。）

→移行後は、４年に一度の更新あり。移行しない場合は2023年度末に失効。

（２）現在、認定員を取得していない指導者

① JSPO(旧・日体協)公認指導者資格を持っている方

2019年度中であれば、つくば市スポーツ少年団の推薦で認定員を取得することが可能。
→ その後は（１）と同じ手続きを行う。

② JSPO (旧・日体協)公認指導者資格を持っていない方

Ⓐ 2019年度中に認定員養成講習会を受講する方 → （１）と同じ手続きを行う。

Ⓑ 2020年度以降にスタートコーチ養成講習会を受講する方
→ 茨城県内で行われるスタートコーチ(スポーツ少年団)養成講習会を受講し、

その後、４年に一度の更新
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